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人
生
終
焉
の
儀
式
が
行
わ
れ
る

施
設
と
し
て
の
斎
場
は
、
住
民
に

必
要
不
可
欠
な
都
市
施
設
で
、
非

営
利
性
、
永
続
性
が
必
要
で
す
。
 

　
那
覇
市
及
び
浦
添
市
に
は
公
営

の
斎
場
が
な
く
、
建
設
は
長
年
の

行
政
課
題
で
し
た
。
 

　
特
に
両
市
に
と
っ
て
利
用
率
の

高
い
安
謝
の
民
間
火
葬
場
は
平
成

14
年
２
月
に
経
営
許
可
が
切
れ
る

こ
と
か
ら
公
営
斎
場
の
建
設
が
急

務
で
し
た
。
 

　
両
市
が
共
同
で
斎
場
建
設
に
あ

た
り
、
南
部
広
域
圏
に
お
け
る
北

斎
場
と
し
て
建
設
計
画
を
た
て
、

平
成
13
年
３
月
、
地
域
の
み
な
さ

ま
並
び
に
関
係
各
位
の
ご
協
力
の

も
と
建
設
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

平
成
14
年
２
月
竣
工
、
３
月
１
日

か
ら
火
葬
を
開
始
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
施
設
の
名
称
は
両
市

の
「
那
覇
の
那
と
浦
添

の
浦
」
の
一
字
を
と
り

「
な
う
ら
斎
苑
」
と
つ

け
ま
し
た
。
 

　
従
来
の
火
葬
場
の
イ

メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
告

別
室
、
収
骨
室
、
火
葬

の
間
お
待
ち
い
た
だ
く

待
合
室
等
を
整
備
。
最

新
技
術
の
粋
を
結
集
し

た
低
公
害
の
火
葬
炉
、

周
辺
景
観
と
の
調
和
も

図
り
、
緑
に
囲
ま
れ
た

静
粛
な
環
境
、
ゆ
と
り
 

と
安
ら
ぎ
、
故
人
の
遺

徳
を
し
の
ぶ
追
想
の
場
と
な
る
空

間
、
人
生
の
終
焉
を
送
る
に
ふ
さ

わ
し
い
荘
厳
さ
と
格
調
あ
る
施
設

と
し
て
建
設
し
ま
し
た
。
 

　
建
物
構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
　
地
上
２
階
建
、
敷
地
面
積

1
1
、
5
1
9
平
方
メ
ー
ト
ル
、
 

延
べ
床
面
積
２
、
９
８
２
平
方
メ

ー
ト
ル
。
施
設
内
に
は
火
葬
炉
が

６
基
（
将
来
２
基
増
設
可
能
）
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
告
別
室
2

室
、
炉
前
ホ
ー
ル
、
収
骨
室
２
室
、

霊
安
室
、
待
合
ロ
ビ
ー
（
80
席
）
、

待
合
個
室
（
和
室
２
：
15
席
、
洋

室
２
：
15
席
）
、
会
議
室
、
事
務

所
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
駐
車
場
は
普
通
車
約
１
０
０
台
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
2
台
収
容
が
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
電
話
予
約
サ
ー
ビ
ス
に
て
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
（
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）
 

　
利
用
の
当
日
に
所
定
の
申
請
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
必

ず
、
印
鑑
、
死
体
（
死
胎
）
火
葬

許
可
証
又
は
改
葬
許
可
証
を
持
参

し
、
予
約
さ
れ
た
時
刻
の
15
分
前

ま
で
に
受
付
窓
口
で
、
使
用
料
の

納
付
、
斎
苑
使
用
申
請
書
及
び
許

可
証
発
行
等
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
 

こ
れ
ら
の
手
続
き
が
な
さ
れ
な
い

と
火
葬
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

（注）
「
な
う
ら
斎
苑
」
は
、
従
来
の

セ
ッ
ト
料
金
と
違
い
、
火
葬
の
み

で
す
。
従
っ
て
、
棺
、
骨
壷
等
葬

儀
用
品
、
霊
柩
車
の
手
配
は
従
来

ど
お
り
、
葬
祭
業
者
に
お
願
い
す

る
か
、
自
ら
ご
準
備
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
 

　
利
用
料
金
は
表
の
と
お
り
で
す
。
 

 
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
 

１
月
１
日
、
旧
暦
７
月
15
日
、
管

理
上
必
要
と
認
め
る
日（
台
風
等
） 

☆
ご
不
明
な
点
は
「
な
う
ら
斎

苑
」へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

南
部
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

「
な
う
ら
斎
苑
」
　
浦
添
市
伊
奈

武
瀬
１
ー
７
ー
５
 

　
1
８
６
９-

１
６
１
６
 

　
F
A
X
　
８
６
９-
１
６
１
５
 

３月１日
から

供用開始

市民待望の公営斎場

使用料金について （単位：円）

大人（満12歳以上）

小人（満12歳未満）

死産児

改葬遺骨

肢　体

胞衣物（20kg以下）

霊安室（24時間以内）

１体

１体

１体

１体

１人分

１個

１日

25,000

15,000

8,000

10,000

5,000

5,000

5,000

45,000

25,000

15,000

18,000

9,000

9,000

9,000

50,000

30,000

16,000

20,000

10,000

10,000

10,000

区　　　分
適 用 区 分 単 位 那覇市内・浦添市内 その他圏内 南部広域市町村圏外

南部広域市町村圏内

理　　由

市内引越 
に伴う転 
校の場合 

転校延期 

転居予定 

留守家庭 

最終学年等 

対象学年

小１～４ 
中１ 学年終了まで 

卒業まで 

予定日まで 全学年 

小学校卒業まで 小学校全学年 

指定校変更許可地域 
兄弟関係 

卒業まで 全学年 
卒業まで 全学年 

当該原因が存する期間 
（医師の診断書が必要） 全学年 

心身的理由 
（心身の故障等で指定校へ 
の通学に支障がある場合） 

その他 
（指定校への通学が他に比 
べて著しく負担になると客観 
的に予測される場合） 

理由の存する期間 
（理由を証明する書 
類等が必要 
になります） 

全学年 

小５、６ 
中２、３ 

許可期限

◆指定校変更の受付開始！
　那覇市では次のような場合、保護者からの申し立てで、 
指定校を変更することができます。 

詳しくは、送付された就学通知書（はがき）をお読みください。 
入学説明会につきましては、各指定校までお問い合わせください。 

小学校→平成７年４月２日〜
　　　　平成８年４月１日生まれ
中学校→平成元年４月２日〜
　　　　平成２年４月１日生まれ

◆平成14年度の新入学
対象児童・生徒

○指定校変更許可基準

那覇市教育委員会　学事保健課　学事係　1832-4167（内147）

※受付は、平成14年２月１日（金）より始まります。詳しくは、下記までお問い合わせ下さい。

職　　種 応 募 先 職　　種 応 募 先

応 募 期 間　平成14年２月12日（火）～同年３月11日（月）まで。 
応 募 資 格　市内在住者であること。その他詳細については、各応募先にお問い合わせください。 
採用時期等　採用時期、採用期間、勤務条件、採用手続きなどは、各職種により異なります。 
　　　　　　詳細については、各応募先へお問い合わせください。 
募 集 人 員　若干名 
応 募 方 法　各応募先の備え付けの採用申込書（兼履歴書）に必要事項を記入押印し、写真タテ45mm、 
　　　　　　ヨコ35mmを添付し、希望する応募先に提出してください。 
　　　　　　なお、応募されても、欠員の状況等によっては、採用されないこともあります。 

平成14年度那覇市教育委員会臨時・非常勤職員候補者募集 固定資産課税台帳の縦覧

　平成14年度固定資産税の課税の基
礎になる固定資産課税台帳を次のと
おり縦覧します。 
　この機会にあなたの資産の状況や
評価額、税額などについてお確かめ
下さい。縦覧できる方は那覇市内に
所在する土地、家屋及び償却資産な
どの所有者またはその代理人に限ら
れます。所有者本人は印鑑を所有者
以外の方は所有者の実印を押した委
任状・印鑑証明書及び申請者の印鑑
をご持参してください。 

　平成14年３月１日（金）から 
　　　　　３月22日（金）まで 
　（土曜・日曜日及び休日を除く） 
　午前８時30分～午後５時まで 
 

浦添市リサイクルプラザ浦添市リサイクルプラザ

中央卸売市場

那覇市道港町1号線

安謝川

勢理客
交差点

安謝
交差点

臨海道路港湾２号線

浦添市グリーンセンター浦添市グリーンセンター

中央卸売市場

那覇市道港町1号線

那浦大橋

那覇工業高校

安謝川
曙

勢理客
交差点

安謝
交差点

浦添ふ頭

西洲

臨海道路港湾２号線

浦
添
市
道

1
4
8
号
線

なうら斎苑

非常勤職員（週30時間内の勤務） 臨時職員（勤務時間　月〜金まで７時間45分勤務）

その他

斎
苑
利
用
に
つ
い
て

休
苑
日

利
用
時
間

　
委
託
先
の
決
定
方
法
と
し
て
、

市
立
安
謝
保
育
所
委
託
実
施
本
部

を
設
置
し
、
保
育
所
の
運
営
に
対

す
る
委
託
方
針
の
提
案
書
を
提
出

し
て
も
ら
い
、
審
査
・
説
明
を
求

め
、さ
ら
に
、保
育
園
の
現
地
視
察

に
よ
る
選
考
方
法
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
さ
ら
に
、
実
施
本
部
に
は
現
場

に
精
通
し
て
い
る
保
育
所
長
及
び

保
育
所
長
経
験
者
を
審
査
委
員
と

し
て
配
置
し
、
保
育
の
重
要
な
部

分
を
占
め
る
保
育
所
運
営
及
び
保

育
内
容
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。
 

　
委
託
法
人
に
決
定
し
た
「
社
会

福
祉
法
人
郵
住
協
福
祉
会
」
の
提

案
内
容
は
、
保
育
園
運
営
の
考
え

方
及
び
年
間
行
事
計
画
、
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
、
休
日

保
育
事
業
や
保
育
所
地
域
活
動
事

業
が
高
く
評
価
さ
れ
、
保
育
内
容

は
、
国
や
市
町
村
の
基
準
を
大
幅

に
上
回
り
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
が

安
心
で
き
る
内
容
で
す
。
本
市
と

し
て
も
、
委
託
者
が
責
任
を
果
た

し
、
地
域
の
皆
さ

ん
や
保
育
所
の
保

護
者
の
方
々
か
ら

支
持
さ
れ
る
よ
う

つ
と
め
、
今
後
も

待
機
児
童
の
解
消

を
含
め
て
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
に

光
が
あ
た
る
保
育

行
政
に
つ
と
め
ま

す
。
 

お
問
い
合
わ
せ
は

こ
ど
も
課
 

1
８
６
１- 

　
　
６
９
０
３
 

資産税課（本庁２階）1862-5320

縦覧場所 

 

縦覧期間


